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１．中１．中 間間決決算算
〔〔連連 結結〕〕



連結子会社
連結対象 ２０社 １９社

加 工 等

海 外

流 通日本アルミ（産業機器・建材）

住軽アルミ箔

住軽エンジニアリング（ハニカム）

岩井金属工業（パネル・電機部品）

テイネン工業（電機部品）

群馬アルミニウム（押出形材）

東洋フイツテング（銅管継手等）

新日東金属（黄銅棒等）
→07年10月にサンエツ金属に事業譲渡

住軽商事

新泉アルミニウム

スミケイ銅管販売

ＳＬＭＡ（アルミ製錬）

スミケイチェコ（多穴管）

スミケイマレーシア（銅管）

スミケイ広州（銅管）日本トレクス（ﾄﾚｰﾗｰ・ﾄﾗｯｸﾎﾞﾃﾞｨｰ）
→07年4月に極東開発に営業譲渡



０８年３月期中間決算のポイント

１．売上高は地金価格の上昇はあるも
のの、子会社（日本ﾄﾚｸｽ）譲渡によ
り減収。

２．アルミ製錬子会社の増益で
経常利益は最高を更新。

３．有利子負債削減は堅調。



売上高・損益

３５

６１

８９

１６９５

06年上期連 結 07年上期 増 減 伸率％

売 上 高
１６８３ △１２ △1

営業利益 ９９ １０ +１１

経常利益 ８２ ２１ +３５

中 間
純 利 益 ２５ △１０ △３０

（単 位： 億円）

内地金高騰分＋８％

３７

５１設 備 投 資 ５５ ＋５

減価償却費 ４２ ＋５



（単 位： 億円）

１６９５

４６８

３６３

８６４

06年上期連 結 07年上期 増 減

ｱﾙﾐ圧延品 ９１９ ５５

伸 銅 品 ４２９ ６７

加 工 品 他 ３３５ △１３３

合 計 １６８３ △ １２

(+６%)

(△１%)

(+１８%)

(△２８%)

(対前年伸率)

部門別売上高



損益分析
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０６年上期 ０７年上期

（億円）

棚卸評価
変更

原燃料
価格上昇

豪州子会社
増益

＋19

△4

＋14

値上げ

＋2

６１億円（06上期）→８２億円（07上期）

その他

△3
△7

償却方法
変更



Ｂ／Ｓ主要項目

２０５４

４２１０

１２．７％

５３６

０７年３月末連 結 ０７年９月末 増 減

純 資 産 ５６４ ２８

純 資 産
比 率 １４．０％ ー

総 資 産 ４０１７ △１９３

有利子負債 １９１１ △１４３

（単 位： 億円）



２．中２．中 間間決決算算

〔〔単単 体体〕〕



売上高・損益

１７

４２

６１

１１２１

06年上期単 体 07年上期 増 減 伸率％

売 上 高
１２２０ ９９ ＋９

営業利益 ５６ △５ △８

経常利益 ４３ １ ＋１

中 間
純 利 益 ２ △１５ △８８

（単 位： 億円）

内地金高騰分 ＋１０％



販売量
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増 減
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△０

伸率％
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１６５

07年上期

３１

２５

１６６

06年上期単 体

ア ル ミ 板

アルミ押出

伸 銅 品

（単 位： 千㌧）



売上構成
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３．通３．通 期期予予想想
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１５０

２０１

３４９１

０６年度
実 績連 結

０７年度
予 想

対前年

％

売 上 高 ３３００ △5

営 業 利 益 １９５ △5

経 常 利 益 １４５ △3

当 期 純 利 益 ５５ △24

設 備 投 資 １１２

減 価 償 却 費 ８６

（単 位： 億円）



損益分析

（億円）
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４９

７５

３

２５

８７

１２７

２２９５

０６年度
実 績単 体

０７年度
予 想

対前年

％

売 上 高 ２５００ +9

営 業 利 益 １１０ △13

経 常 利 益 ８０ △8

当 期 純 利 益 ２０ △20
1 株 当 た り
配 当 金 （ 円 ） ３

設 備 投 資 １００

減 価 償 却 費 ６４

（単 位： 億円）



販売の計画量

６２

４９

３３０

０６年度

実 績

６４

５２

３３８

０７年度

予 想
単 体

０７年度

見直し

対前年

増 減

ア ル ミ 板 ３３８ ＋８

アルミ押出 ４７ △２

伸 銅 品 ６１ △１

（単 位： 千㌧）



４．２０１０４．２０１０年計画年計画
進捗状況進捗状況
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基 本 構 想

「ナンバーワン事業ユニットの集合体」「ナンバーワン事業ユニットの集合体」

（お客さま満足度ナンバーワン）

選択と集中

技術開発力、生産技術力

全体最適・マーケットイン

人材確保・育成・やりがい

ありたい姿

各事業ユニットの「将来性」「採算性」「競争力」を吟味
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基 本 方 針
①技術開発力の強化
②重点事業ユニットの強化

③内部統制・コンプライアンスの強化・確立
④更なる有利子負債の削減

⑤グループ経営資源の有効活用と再構築

＜ 板 ＞ 冷間圧延機（薄板専用）更新 〔10/4稼動予定〕

＜ 箔 ＞ PTP対応塗装ライン導入 〔08/8稼動予定〕

＜押出＞ フロントフォーク専用ライン導入 〔07/9稼動〕

自動車熱交用多穴管専用押出機（国内５台目）〔07/9稼動〕

＜伸銅＞ 中国（広州）銅管転造機増設 〔07/3稼動〕

2007年度 連結 △１６７億円

・日本トレクス 株式譲渡 〔07/4〕

・新日東金属 事業譲渡 〔07/10〕
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数 値 目 標

【連 結】 ０６年度
実 績

０７年度
見直し

１０年度
目 標

売 上 高 ３４９１ ３３００ ３９００
営 業 利 益 ２０１ １９５ ２３５
経 常 利 益 １５０ １４５ １８０

Ｒ Ｏ Ａ ５ ％ ５ ％ ６ ％

有 利 子 負 債
（△400／4年）

２０５４ １８８６ １６５０

純 資 産 比 率 １２％ １３％ ２０ ％

（単 位： 億円）



将来見通しに関する注意事項

本資料は、証券取引法上のディスクロージャー資料ではなく、

その情報の正確性・完全性を保証するものではありません。本

資料の中には、弊社の予想・確信・期待・意向及び戦略など、

将来の予測に関する内容が含まれております。これらは、弊社

が説明会の時点で入手可能な情報による判断及び仮定に基

づいて作成されており、判断や仮定に内在する不確定性及び

今後の事業運営や内外の状況変化による変動可能性など

様々な要因によって、実際生じる結果が予測内容とは実質的

に異なってしまう可能性があります。弊社は、将来予測に関す

る如何なる内容についても、改訂する義務を負うものではあり

ません。本資料に関する著作権・商標権その他全ての知的財

産権は、当社に帰属します。


